山王こどもセンターに集う

こどもたちと保護者と地域のみなさんへ

緊 急 の お 願 い で す
「来年２０１３年度に子どもの家事業を廃止する」

橋下市長率いる大阪市改革プロジェクトチームより、児童の放課後事業に対する見直し案が発表されました。これは「学童保育」と私たちが行っている「子どもの家」とを廃止し、小学校の「いきいき教室」だけを残すというものです。

「山王こどもセンター」は「西成ベビーセンター」という保育所から始まりました。
その後「山王学童保育所」に移行しましたが、留守家庭児童だけでなく誰もが遊びに来れる遊び場、学びの場、そして活動の拠点、こども達の居場所とし、夜の「こども会」活動も続けてきました。私たちの活動は1989年に大阪市が始めた「子どもの家事業」の内容と重なり、大阪市からの要請で1996年から「子どもの家事業」を行う児童館として歩んできました。
　そんな中のこの見直し案です。子どもの家事業が廃止され、いきいき教室だけになったら

どうなるでしょう。いっしょに考えてみてください。


① 児童とは、０歳から18歳のこどものことをいいます。小学生だけではありません。
　  保育園の子や中学生、高校生、障がいがあって特別支援学校に通っている子もいます。
学校が終わった後、みんな金塚小学校に行けるのでしょうか？

② 土曜日や長期休みの時のお昼ごはんは学校で作れるのでしょうか？

③ 夜のこども会プログラムや勉強会は、学校でおこなうことが出来るのでしょうか？

④ 遠足などのおでかけをはじめ、春・夏のキャンプや季節ごとの特別プログラムはでき
   るのでしょうか？

⑤ いつでも相談に行ったり、おしゃべりしに行けるのでしょうか？

　  また、18歳を過ぎたこどもセンター出身者、親子2代にわたるセンターっ子…誰もが
　  ホッとできる居場所であり続けることができるのでしょうか？
「子どもの家事業」は、こども達に遊び場を提供し、健やかな発達を促すと共に異年齢時のふれあいを深め、日常生活および地域行事等を通じ社会性を高めるなど、児童の健全育成を

願う事業であり、利用は無料、指導員を2人以上雇うため大阪市が補助金を出すというものです。子どもの家事業が廃止になれば、指導員も雇えなくなります。
 ⑥ スタッフはどうなるのでしょうか？

『「子どもの家事業・山王こどもセンター」がなくなったら困る』

というみんなの声を橋下市長に届けてください
４月中の「山王こどもセンター・子どもの家がなくなったらこまる」という、市民からの声を参考にして考え直され、５月の連休明けに橋下市長の発表があります。
考え直してもらうためには、こども達自身とお母さんやお父さんをはじめ地域の方々のたくさんの声が必要です。こども達自身とお母さんやお父さん、地域のみなさんの声だけが、
大阪市の見直し案を変えることができるのです。

みなさんの声が大きな力になります
５月５日までに　よろしくおねがいします
① パソコン・携帯からメールで！

大阪市のホームページ ⇒ 『市政』 ⇒ 『ご意見ご要望（市民の声）』へメール
② 電話、ＦＡＸで！

大阪市こども青少年局　企画部青少年課　放課後事業グループ

※ 電話 ０６－６２０８－８１６３　　　※ FAX ０６－６２０２－９０５０

③ 手紙・はがきで！

〒５３０－８２０１　北区中之島１－３－２０　　大阪市役所　市民相談室　宛
④ 橋下市長のツィッター    http://twitter.com/#!/t_ishin 
たとえば ①～⑥ のように困ることを、何度も何回もメールや電話、FAXで声をあげてください。　そして、たくさんの人に広めてください。　　山王こどもセンター　06-6633-8415
